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CONTACT

https://510kuras.jp/news/panoramic-journey/

20248 30
作家エントリー
展示作品募集中

京都の文化の手触りを感じる「こころの旅」を提
案します。
I  p r o p o s e  a  ' J o u r n e y  o f  t h e  H e a r t '  t o  
experience the culture of  Kyoto.

価
値
観
が
変
わ
る
よ
う
な
旅
を
、
京
都
で
。

2024 1 1 .1 11 .30
NATURE,ART,CRAFTS,SHRINES & TEMPLES

予
定



展示場所

申込締切
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2024 年 11 月1日 -11 月30日（予定）

2024 年 8 月30日（金）23 時 59 分迄

洛北エリアの神社仏閣

応募要項
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どのようなものでも結構です。音、霧、光などの仕掛け
に関しては要相談ですが、面白いものであればご応募
ください。設置可能かどうかは、屋外広告事業者との
話し合いで決まります。1 名で複数箇所の提案でも結
構です。彫刻、スペキュラティブデザイン、サウンドアー
ト、漫画、サイエンス、プロジェクト、ペイントなど。

アート・工芸・漫画などジャンル問わず

作
品
の
形
式

作品レンタルの場合 ：35,000 円～50,000 円程度
作品制作の場合 ：50,000 円～80,000 円程度

制作費補助※上限あり
費 

用

展示期間
8 月中旬ごろを目処に調整いたします。2 回ほど開催する予定です。
作家として会場が決まった場合は、コーディネーター付き添いの元、再
度作品設置現場の下見を行います。

リサーチ

専用の応募フォーム（https://forms.gle/f32LtBLeGnfy-
MaFG8）よりエントリーください。締切を過ぎた場合は応募できませ
んので、ご了承ください。

ご応募（※2024 年 8 月30日（金）23 時 59 分締切） 

選考前に必要な場合は面談を行い、その結果を元に会場と話し合いま
す。お願いする方には 9 月 5 日までにご連絡いたします。連絡は採用
された方のみに行います。

面談・選考・選考結果（※2024 年 9 月5日までに）

ことくらす合同会社のお知らせ「panoramic journey 作家エント
リー」ページからオンライン説明会の視聴 URL が確認できます。
https://510kuras. jp/news/panoramic-journey/

ご質問（※2024 年 8 月2日にオンラインで行います）

https://forms.gle/f32LtBLeGnfyMaFG8
ことくらす合同会社の HP からご応募頂けます。

パノラミックジャーニー 京都 検索

応募フォーム
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地域 × 文化芸術が作る
社会の可能性を思索する
「panoramic journey」はまちづくりの脈絡で開催する「旅

× 文化芸術」の展覧会のようなものです。これは 2000

年頃から文化の担い手達が新潟や瀬戸内、東京などで

始めた「地域 × アート」の芸術祭のようなものの派生

に類しますが、実行主体が異なります。これまで「地域

× アート」は文化、主にアートの専門教育を受けた人が

ディレクターとなり、開催してきました。

しかし、本企画の主催は地域側の人間です。危機感を

募らせる地域と文化芸術をアートのアウトサイドにいる地

域の活動団体が結びつけ、これまで展示できなかったよ

うな神社仏閣などの会場協力のもと、アートフェスや展覧

会を開催しています。文化人から手が離れたローコンテク

ストなアート活動に思えますが、「大地の芸術祭」「アサヒ

アートフェスティバル」「神山 AIR」から 20 年以上をか

けて、やっと第 2 フェーズに入ったと見ることもできます。

それは前述した地域芸術祭が成果の射程圏に捉えていた

地域への文化振興のひとつの形のようにも思うのです。

本企画はまちづくりの立場から「観光」に「文化芸術」「伝

統産業」の要素を掛け合わせ、社会の基盤としての文化

に何ができるのか、その可能性を思索します。
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中川 直幸 / Naoyuki Nakagawa

観光資源の活用
神社仏閣・景色

High-Context

Low-Context

Here

アート
活動の選択肢を増やす

地域の活性化
協力しあう土壌の醸成

発見する喜び
観光本来の機能の提供

アクティビティ
リラックス

伝統工芸
地域のらしさ

理解をすることが難し
くてもよいが、インパ
クトがある、背景をう
まく利用しているなど
の、明示的な表現で、
文化芸術への理解を広
めます。


